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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、考古遺物の鑑識技能の獲得を支援する、科学的なトレーニングプロ
グラムを作成することであった。学習者は、コンピュータ画面上に呈示される遺物画像の典型性評定を繰り返し
行うことで、徐々に学習刺激に対する一貫した反応パターンを形成した。トレーニングの完了後もこの反応パタ
ーンは2ヶ月後まで維持されており、また、観察遺物の記憶精度が向上するなどの副次効果もみられた。鑑識技
能の獲・向上に一定の貢献を果たしたと考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a cognitive-science based e-learning
 system for identifying archaeological artifacts. Eight na&iuml;ve university students and six 
experienced students (major in archaeology) and 1 archaeologist participated, and they were asked to
 rate the typicality of a pottery presented in computer monitor. Each of them gradually made a 
stable rating pattern, and they kept the pattern until 2 months later. Furthermore, thus evaluating 
task made a promoting effect on memory after observation.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 鑑識技能の研究 

世に「目利き」と称される人々が存在する。
X 線フィルム上の陰影に病巣を検出する医師、
ヒヨコの性別を一瞬で判別する技師のよう
に、専門的訓練を経た熟達者はしばしば、対
象を一目で正確に分類し精細な記憶保持を
行うなど、ものの認知に際し卓越したパフォ
ーマンスを発揮する。しかしその技能は暗黙
知的性格が強く、どのようなメカニズムの下
で実現されているかが明らかでなかった。研
究代表者はこの認知的な技能を“鑑識眼”と
名付け、これまで主として考古学領域に焦点
を当て、研究を行ってきた。その中で、熟練
した技能保持者に特有のカテゴリー知識が
大きな役割を果たしていることを明らかに
した（時津, 2007）。 

しかし、そのカテゴリー知識をどのような
過程を経て獲得するのかということはたし
かめられないままであり、知識獲得のための
効率的な学習法（教育指導法）も、考古学を
はじめとする様々な領域において、確立され
ているとはいえなかった。当該技能の体系的
な学習法（教育指導法）を開発することは、
急務であったといえる。 

(2) 知覚学習としての鑑識技能獲得 

考古学領域では、研究の遂行に必要な状態
であるとされる「物がわかる」ようになるた
め、指導場面では遺物を「繰り返し見る」こ
とが強く求められてきた。また認知科学（認
知心理学）では、Gibson ＆ Gibson（1955）
以降、刺激を繰り返し知覚する経験をもつこ
とで、刺激に対する感受性を高める、いわゆ
る知覚学習の研究が進められてきた。研究代
表者はこれらの先行研究による知見と、2008

年に自ら実施した予備的研究を経て、考古学
的な鑑識技能の獲得についても、知覚学習を
通じてなされるのではないか、また意図的に
知覚学習の機会を与えることで、鑑識技能の
効率的な獲得が望めるのではないかとの仮
説を立てた。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、鑑識技能を体得している
ことが強く求められながらも、体系的な学
習・教育法が確立されていないとされる考古
学領域において、科学的な知見に基づいたト
レーニング法を開発することである。またこ
の研究成果を通じて、考古学領域を超えてさ
まざまな領域に適用可能な学習方法の開発
へとつなげていくことである。 

 

３．研究の方法 

(1) 学習刺激の作成 
学習プログラム内で呈示する刺激の作成

を、以下の 3形式について行った。 
① 線画 

考古遺物の外形と内部・断面形状の 3種
の情報を 1枚に作図する実測図形式を用い
て作成した。弥生土器 7 型式について各 20

点、須恵器 6型式について各 15 点の計 230
点。サンプルの選定は考古学者の監修の下
で行い、作図作業は研究代表者および、大
学で考古学を専攻する学部生・大学院生に
よって実施した。 
② 写真画像 

線画の作成に用いた 230点の遺物を正
面および上部から、デジタル一眼レフカメ
ラを用いて 1枚ずつ撮影し、背景のトリミ
ングを施した。また遺物の自然な状態を表
現できるよう、考古学者の指導の下に適宜、
色調補正とシャープネスの調整などを行
った。 

③ 3D モデル 
①の線画作成を行った遺物のうち、弥生

土器 15点、須恵器 22 点については 3D モ
デルの作成も行った。対象遺物の写真をデ
ジタル一眼レフカメラで、約 20 度ずつ異
なる角度から撮影を行い、1 点の遺物につ
き 30～40枚の写真画像を得た。それらの
画像を、Agisoft 社製のモデリングソフト
ウェア Photoscan 上で合成し、3Dモデル
の作成を行った。 

 
(2) 学習プログラムの作成 

プログラムでは、学習者が最初に学習カ
テゴリーを選択すると、そのカテゴリーに
典型的な個体からそうでないものまで、
様々な遺物画像（線画、写真画像）が 1例
ずつコンピュータの画面上に呈示された。
学習者は、各個体の典型性の高さを、画面
上のスケールをマウスで選択することで、
直感的に回答した（図 1）。学習者が各個体
に与えた評定値と反応時間を記録した。学
習者がすべての遺物画像に回答し終わると、
セッションが終了した。以上の手続きから
なるトレーニングを制御するスクリプトは、
Psychtoolbox を用いて Matlab上で作成を
行った。また、同ライブラリを用いて Ovtave
上で動作するスクリプトの作成も行った。 

 
(3) 学習データの取得とプログラム調整 

学習の進行過程や効果について検証する
ため、一般大学生（8名）および考古学を
専攻する大学生・大学院生（6名）を参加
者として、前項で作成したプログラムによ
る学習データを継続的に取得した。1つの

図 1 学習刺激の呈示と回答方式 



学習カテゴリーについて、最短で 36セッシ
ョン、最長で 65セッションのトレーニング
を行った。 

 
４．研究成果 
(1) 学習の進行過程 

トレーニングで呈示した遺物画像に対す
る評定値を変数として、主成分分析を実施
した。その結果、セッションを繰り返すこ
とにより、学習者内で徐々に、学習カテゴ
リーに対する一定の反応パターンが形成さ

れることが明らかになった（図 2）。この変
化は、当該カテゴリーに対する学習者の感
受性が増大し、鑑識技能が獲得されていく
過程であると解釈することができる。 

 
(2) 学習の保持 

トレーニングを終了した学習者に、2 ヶ
月間後、再び 2 セッションの課題に取り組
ませた。反応パターンはトレーニングの終
了時と一致しており、当該プログラムの学
習効果は一定期間を経た後まで保持される
ことがたしかめられた（図 3）。 

図 2 学習刺激に対する反応変化 

一般大学生 A の結果（上：学習初期、中：学

習中期、下：学習後期）。グラフ内の各ドット

は、1 セッションにおける学習刺激への反応

パターンを示している。学習初期にはセッシ

ョンごとの布置がばらけており、学習刺激に

対する反応パターンが定まっていないことを

示す。学習中期、後期と展開するにつれ、安

定した反応パターンが形成されていることが

わかる。 

図 3 学習効果とその保持 

一般大学生 A および考古学者の反応パター

ン。大学生 A の反応パターンが、学習初期（1

～11 セッション）と比較して学習後期（35～

56 セッション）では安定し、考古学者の反応

に接近している。この反応パターンは 2 ヶ月

後（囲み内）にも保持されていることが分か

った。 

 

図 4 カテゴリー学習と記憶精度 

遺物を観察した際の記憶精度を、描画再生法

によって測定した結果である。カテゴリー学

習のトレーニングを経て、学習者が記憶精度

の点でも考古学経験者に近づいていることが

わかる。 

 



(3) 学習が記憶精度に及ぼす効果 
当該プログラムによるカテゴリー学習が、

遺物同定以外の側面でも影響を及ぼすか、
遺物観察時の記憶課題を用いて検討した。
学習者がトレーニングを開始する前と、完
了後の 2 回、観察した遺物の描画再生を行
わせた。 
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